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　「
国
鉄
改
革
の
真
実
」
及
び
そ
の

具
体
的
な
事
実
を
証
言
で
き
る
の

は
、
謀
議
が
行
わ
れ
た
現
場
に
い
た

井
手
と
、
直
接
に
名
簿
か
ら
の
排
除

を
担
っ
た
深
澤
た
ち
で
す
。「
自
分

の
手
で
排
除
を
行
っ
た
人
間
が
そ
の

事
実
を
ず
っ
と
隠
し
て
き
た
。『
時

効
』
で
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
良
い

わ
け
が
な
い
。
真
実
は
目
の
前
に
あ

る
。
井
手
・
深
澤
を
法
廷
に
呼
ん
で

真
実
を
明
ら
か
に
」
―
―
組
合
側
は

裁
判
で
こ
う
訴
え
ま
し
た
。

れ
た
真
実
は
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。

闘
い
は
勝
利
ま
で
後
一
歩
で
す
。
―

―
こ
の
決
定
的
局
面
を
、
国
鉄
闘
争

に
心
を
寄
せ
て
き
た
全
国
の
人
び
と

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
分

割
・
民
営
化
に
決
着
を
つ
け
る
闘
い

は
、日
本
の
労
働
者
に
と
っ
て
過
去
・

現
在
・
未
来
を
左
右
す
る
問
題
で
す
。

「
井
手
と
深
澤
を
証
人
と
し
て
法
廷

へ
」
の
一
大
運
動
が
必
要
で
す
。

　
連
合
中
央
メ
ー
デ
ー
な
ど
各
地
の

メ
ー
デ
ー
で
署
名
の
訴
え
が
な
さ

れ
、
あ
ら
た
め
て
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。
国
鉄
闘
争
は
過
去
の
話
で

も
、
終
わ
っ
た
闘
い
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
今
こ
そ
労
働
運
動
の
再
生
を
か

け
て
、「
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
勝
利
」
の
旗
を
高
く
掲
げ
て
６
・

18
全
国
集
会
に
結
集
す
る
こ
と
を
訴

え
ま
す
。

　
１
０
４
７
名
闘
争
と
並
び
重
要
な

　
裁
判
闘
争
は

最
終
盤
の
攻
防

に
入
っ
て
い
ま

す
。国
鉄
分
割
・

民
営
化
の
隠
さ

（
動
労
千
葉
争
議
団
）、
小
玉
忠
憲
さ

ん（
動
労
総
連
合
１
０
４
７
協
議
会
）

の
３
人
の
証
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
①
原
告
ら
は
１
９
８
７
年
２
月
冒

頭
ま
で
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
が
ら
、
改
革
労
協
（
後

の
Ｊ
Ｒ
総
連
）
の
不
当
な
介
入
で
急

き
ょ
作
成
さ
れ
た
「
不
採
用
基
準
」

に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
、
②
そ
れ
を
指

示
し
た
の
が
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
の
斎

藤
英
四
郎
委
員
長
だ
っ
た
、
③
し
た

が
っ
て
解
雇
の
法
的
責
任
は
明
確
に

Ｊ
Ｒ
に
あ
る
、
④
不
採
用
基
準
は
最

高
裁
（
２
０
１
５
年
６
月
）
で
不
当

労
働
行
為
意
思
に
基
づ
い
て
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
、

⑤
こ
の
過
程
に
首
謀
者
と
し
て
関
与

し
た
の
が
井
手
で
あ
り
、
名
簿
か
ら

名
前
を
削
除
す
る
具
体
的
作
業
を

行
っ
た
の
が
深
澤
社
長
、
⑥
だ
か
ら

井
手
・
深
澤
の
証
人
調
べ
が
絶
対
に

必
要
―
―

　
田
中
委
員
長
は
、
国
鉄
分
割
・
民

営
化
に
反
対
し
た
動
労
千
葉
や
国
労

の
組
合
員
が
い
か
に
排
除
さ
れ
た
の

か
、
そ
の
過
程
を
証
言
で
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
中
村
・
小
玉
証
人
は
、

不
採
用
の
理
由
と
さ
れ
た
停
職
処
分

自
体
が
不
当
な
も
の
で
あ
り
、
不
採

用
が
現
在
ま
で
続
く
継
続
し
た
不
当

労
働
行
為
で
あ
る
こ
と
を
怒
り
を
込

め
て
証
言
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
裁
判
長
は
、
組
合
側
の

証
言
が
終
わ
る
や
否
や
、
な
ん
の
理

由
も
述
べ
ず
に
「
井
手
、
深
澤
証
人

の
採
用
を
却
下
す
る
」
と
宣
言
し
、

退
席
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
弁
護
団

は
そ
の
場
で
、
裁
判
長
の
不
当
な
訴

訟
指
揮
を
弾
劾
し
、
忌
避
を
申
立
て

ま
し
た
。
こ
の
た
め
裁
判
は
中
断
し

た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
法
廷
の
場
で
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会

自
身
が
民
営
化
に
反
対
す
る
組
合
員

の
排
除
・
解
雇
に
手
を
染
め
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
決
定
的
自

体
で
す
。
２
０
１
５
年
６
月
の
最
高

裁
決
定
の
地
平
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
乗
り
越
え
て
〈
Ｊ
Ｒ
の
責
任
〉

と
し
て
法
廷
で
追
及
す
る
と
こ
ろ
ま

で
私
た
ち
の
闘
い
は
進
み
ま
し
た
。

で
い
く
。
南
西
諸
島
の
現
状
は
、
い

つ
戦
争
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
高
槻
市
議
選
を
闘
っ
た
高

槻
医
療
福
祉
労
働
組
合
の
村
山
ゆ
う

こ
委
員
長
が
選
挙
戦
を
報
告
。

　「
落
選
は
し
た
が
、
労
組
、
地
域

の
団
結
を
深
め
た
。
生
活
破
壊
の
最

大
の
問
題
は
戦
争
。
戦
争
を
止
め
る

労
働
組
合
、
戦
争
を
止
め
る
地
域
運

動
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
宣
言

し
ま
し
た
。

　
和
歌
山
事
件
で
高
裁
無
罪
を
か
ち

尼
崎
事
故
18
カ
年
弾
劾
！
現
地
闘
争

〝
第
２
の
尼
崎
事
故
を
起
こ
さ
せ
る
な
〟

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
大
結
集
を

国鉄闘争
全国運動６・１８全国集会

と
っ
た
全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働

組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
の
武
谷

新
吾
書
記
次
長
が
「
無
罪
判
決
は
皆

さ
ん
の
支
援
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も

の
。
こ
の
判
決
を
活
用
し
て
産
別
運

動
の
復
権
を
め
ざ
し
た
い
。
現
場
で

決
着
を
つ
け
る
。
闘
う
組
合
の
ス
ト

ラ
イ
キ
で
戦
争
を
と
め
ま
し
ょ
う
」

と
ア
ジ
り
ま
し
た
。

　
動
労
総
連
合
を
代
表
し
て
川
崎
昌

浩
書
記
長
が
、
４
月
23
日
の
動
労
総

連
合
大
会
を
報
告
し
、
Ｊ
Ｒ
大
再
編

攻
撃
や
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
を
闘

い
抜
き
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
最

後
的
決
着
を
つ
け
て
階
級
的
労
働
運

動
を
歴
史
の
最
前
線
に
登
場
さ
せ
る

こ
と
、
11
月
労
働
者
集
会
の
１
万
人

結
集
、
戦
争
絶
対
反
対
を
掲
げ
大
軍

拡
と
中
国
侵
略
戦
争
に
突
き
進
む
岸

田
政
権
の
打
倒
を
訴
え
ま
し
た
。

　
次
に
原
田
隆
司
・
動
労
西
日
本
委

員
長
が
基
調
報
告
。

　「
尼
崎
事
故
か
ら
18
年
目
、
現
場

で
は
毎
日
点
呼
の
時
に
安
全
憲
章
の

唱
和
が
さ
れ
て
労
働
者
に
「
責
任
の

自
覚
」
が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

尼
崎
事
故
で
は
歴
代
の
社
長
は
い
ま

だ
に
責
任
を
認
め
て
い
な
い
。
私
た

ち
は
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
仲
間
の
力

を
得
て
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
３
月
の
ス

ト
ラ
イ
キ
や
、
３
月
10
日
の
三
次
集

会
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
廃
線
化
攻
撃
の
一
方
で

防
衛
省
が
軍
事
輸
送
の
た
め
に
路
線

を
維
持
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
ど
こ
か
で
〝
盧
溝

橋
〟
が
起
こ
れ
ば
戦
争
が
始
ま
っ
て

し
ま
う
。
Ｇ
７
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

を
世
界
戦
争
に
拡
大
さ
せ
る
。
世
界

の
労
働
者
と
と
も
に
戦
争
を
止
め
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　
広
島
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
が
、「
厳

戒
態
勢
を
打
ち
破
っ
て
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
粉
砕
の
デ
モ
に
」と
ア
ピ
ー
ル
し
、

港
合
同
の
木
下
浩
平
執
行
委
員
が
行

動
提
起
行
い
、
デ
モ
に
出
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
事
故
現

場
ま
で
の
デ
モ
を
貫
徹
し
ま
し
た
。

（
動
労
西
日
本
執
行
委
員
・
遠
坂
）

＊
関
連
企
画 

６
・
17
討
論
集
会

　
６
月
17
日
（
土
）
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

　
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
室

　（
千
葉
市
中
央
区
中
央
２
―
５
―
１
千
葉
中
央
ツ
イ
ン
ビ
ル
２
号
館
） 

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
６
・
18
全
国
集
会

　
６
月
18
日
（
日
）
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

　
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
ホ
ー
ル

　（
東
京
都
江
戸
川
区
中
央
４
―
14
―
１
）

国鉄１０４７名解雇撤回！井手・深澤を法廷に

　
４
月
25
日
、国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・

関
西
の
主
催
で
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
・
尼

崎
事
故
か
ら
18
年
目
の
当
日
夜
に
事

故
弾
劾
総
決
起
集
会
を
80
人
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、主
催
者
で
あ
る
全
国
運
動
・

関
西
代
表
の
中
村
吉
政
港
合
同
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
ま
し
た
。

　「
Ｊ
Ｒ
に
人
が
足
り
な
い
。
駅
の

ホ
ー
ム
に
駅
員
が
い
な
い
。
鉄
道
は

民
営
化
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
沖

縄
に
行
っ
て
き
た
。
米
軍
機
、
自
衛

隊
機
が
頻
繁
に
編
隊
を
組
ん
で
飛
ん

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
は
６
月
18
日

に
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で

全
国
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
国
鉄
闘
争
の
火
を
消
す
な
」
の

思
い
で
２
０
１
０
年
４
月
に
運
動
を

立
ち
上
げ
て
14
年
目
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回

闘
争
は
東
京
地
裁
に
お
け
る
行
政
訴

訟
を
舞
台
に
重
大
な
局
面
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
１
年
、
時
効
論
に

よ
っ
て
門
前
払
い
さ
せ
よ
う
と
す
る

中
央
労
働
委
員
会
の
反
動
的
対
応
を

う
ち
破
っ
て
、
原
告
（
組
合
）
側
証

人
調
べ
を
行
わ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
裁

判
所
を
追
い
詰
め
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
に
行
わ
れ
た
第
13
回
裁

判
で
は
、
田
中
康
宏
・
動
労
総
連
合

委
員
長
、
解
雇
当
該
の
中
村
仁
さ
ん

（
裏
面
に
続
く
）　

前日１７日には関連企画として
労働運動再生に向け討論集会

甦れ労働組合！民営化の破綻ー労組破壊に立ち向かおう！
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【
質
疑
応
答
の
主
な
意
見
】

◇
動
労
総
連
合
・
水
戸
を
結
成
し
、

動
労
総
連
合
に
加
盟
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
わ
れ
わ
れ
が
や
り
た
い
労

働
運
動
を
行
い
た
い
（
水
戸
）

◇
昨
年
10
月
に
続
き
３
月
４
日
に
２

回
目
の
芸
備
線
廃
線
反
対
闘
争
を

闘
っ
た
。
５
月
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

は
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
占
拠
」
で
あ
り

粉
砕
へ
闘
う
（
西
日
本
）

◇
構
内
１
日
勤
削
減
で
乱
れ
る
と
作

業
が
回
ら
ず
休
憩
時
間
の
変
更
に

な
る
。
コ
ス
ト
削
減
―
要
員
削
減

に
反
対
し
、
職
場
代
表
選
挙
を
闘

う
（
千
葉
）

◇
書
記
長
の
解
雇
撤
回
に
向
け
て
闘

う
。
会
社
が
雇
用
延
長
を
拒
否
す

る
不
当
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

勝
て
る
展
望
は
あ
る
（
神
奈
川
）

◇
融
合
化
に
反
対
し
戦
争
情
勢
と
闘

う
こ
と
が
重
要
。
長
岡
統
括
セ
ン

タ
ー
は
千
葉
よ
り
総
延
長
が
長
く

な
っ
て
い
る
。
運
転
士
は
、
ワ
ン

マ
ン
は
疲
れ
る
か
ら
乗
務
し
た
く

な
い
と
言
っ
て
い
る
。
米
坂
線
の

廃
線
化
を
許
さ
ず
闘
う
（
新
潟
）

◇
新
幹
線
作
業
所
で
は
、
作
業
手
順

が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
会
社
に
要
求
を

出
し
て
お
り
、
声
を
上
げ
る
こ
と

が
増
え
て
き
た
（
福
島
）

を
乗
り
越
え
、
動
労
総
連
合
・
水
戸

を
結
成
し
た
水
戸
の
仲
間
た
ち
に
敬

意
を
表
し
た
い
。
台
湾
ー
中
国
を
め

ぐ
る
戦
争
情
勢
が
一
段
と
切
迫
し
て

い
る
。
一
方
、
世
界
中
に
イ
ン
フ
レ

が
拡
大
し
、
23
春
闘
で
は
、
岸
田
や

日
経
連
が
「
賃
上
げ
」
を
発
言
し
、

連
合
は
一
言
も
発
せ
ず
に
完
全
に
崩

壊
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
時
代

　
動
労
総
連
合
は
４
月
23
日
、
千
葉

市
内
で
第
37
回
定
期
全
国
大
会
を
開

催
し
た
。
戦
争
情
勢
と
真
正
面
か
ら

闘
い
、
Ｊ
Ｒ
大
再
編
攻
撃
に
ス
ト
ラ

イ
キ
で
対
決
し
、
組
織
拡
大
に
向
け

て
全
組
合
員
が
総
決
起
す
る
闘
い
の

方
針
を
確
立
し
た
。

　
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
田
中

執
行
委
員
長
は
「
動
労
水
戸
の
脱
退

動
労
総
連
合
が
定
期
大
会
を
開
催

戦
争
情
勢
・
Ｊ
Ｒ
大
再
編
と
闘
い
組
織
拡
大
へ

　
２
月
10
日
に
岸
田
政
権
が
閣
議
決

定
し
た
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
（
改
正
地
域
公

共
交
通
活
性
化
再
生
法
）」
が
４
月

21
日
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、
成

立
し
た
。

　
国
土
交
通
省
は
「
鉄
道
事
業
者
と

地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検
討
会
」「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
地
域
交
通

の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
有
識
者
検
討
会
」

の
２
検
討
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

昨
年
７
、８
月
に
提
言
書
を
公
表
し
、

検
討
会
の
提
言
を
受
け
る
形
で
法
案

を
準
備
し
た
。

　
法
案
に
は
、
自
治
体
や
鉄
道
事
業

者
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
地
方
鉄

道
の
存
続
や
利
用
促
進
策
、
バ
ス
へ

の
転
換
な
ど
を
議
論
す
る
「
再
構
築

協
議
会
」
を
国
土
交
通
大
臣
が
設
置

で
き
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
ま
た
、
路
線
バ
ス
事
業
者
な
ど
と

自
治
体
が
協
定
を
結
び
、
特
定
の
エ

リ
ア
を
一
括
で
運
行
す
る
事
業
も
創

設
さ
れ
、
こ
う
し
た
事
業
に
対
し
て

国
が
「
支
援
」
を
行
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
鉄
道
会
社
が
地
元
の

自
治
体
や
住
民
な
ど
の
合
意
を
得
ら

れ
れ
ば
、
国
の
認
可
が
な
く
て
も
届

出
だ
け
で
運
賃
設
定
が
で
き
る
「
協

議
運
賃
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
柔
軟

に
運
賃
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

●
再
構
築
協
議
会

　
同
法
は
07
年
に
で
き
た
法
律
で
従

前
か
ら
自
治
体
主
導
の
協
議
会
制
度

は
制
度
化
さ
れ
て
い
た
が
、
国
の
関

与
は
助
言
に
と
ど
ま
る
。

　
新
設
さ
れ
た
「
再
構
築
協
議
会
制

度
」
は
、
鉄
道
ロ
ー
カ
ル
線
に
つ
い

て
、
自
治
体
ま
た
は
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
国
土
交
通

大
臣
が
「
再
構
築
協
議
会
」
を
設
置

す
る
。
国
は
、
協
議
会
の
開
催
、
調

査
・
実
証
事
業
な
ど
に
対
し
て
支
援

す
る
と
し
て
い
る
。
検
討
会
議
提
言

は
「
目
安
は
３
年
以
内
」
と
し
た
。

　
よ
う
す
る
に
Ｊ
Ｒ
各
社
が
「
ロ
ー

カ
ル
線
（
の
廃
止
）
に
つ
い
て
協
議

を
し
た
い
」
と
申
し
出
れ
ば
、
国
が

協
議
会
を
整
え
、
３
年
以
内
に
決
着

を
迫
る
仕
組
み
だ
。

　
検
討
会
や
法
改
定
の
動
き
に
合
わ

せ
て
（
先
行
さ
せ
て
）、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
が
昨
年
４
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
昨

年
７
月
に
１
㌔
当
た
り
の
1
日
平
均

乗
客
数
を
示
す
「
輸
送
密
度
」
２
千

人
未
満
の
線
区
を
公
表
し
、
国
鉄
分

割
・
民
営
化
以
来
の
大
規
模
な
存
廃

問
題
が
全
国
で
浮
上
し
て
い
る
。

　
改
正
法
施
行
は
今
秋
の
見
通
し
だ

が
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は
任
意
の
形
で
も
再

編
協
議
を
急
ぐ
構
え
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日

の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た
る
も
の

又
は
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
の

み
存
す
る
路
線
で
他
の
路
線
と
接
続

し
て
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に

わ
た
る
鉄
道
網
を
形
成
す
る
も
の
」

と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
複
数
の
広
域

自
治
体
（
都
道
府
県
）
に
ま
た
が
っ

て
い
る
た
め
協
議
が
進
み
に
く
い
路

線
を
を
想
定
し
て
い
る
。

　
自
治
体
が
地
域
公
共
交
通
計
画
に

鉄
道
存
続
を
位
置
づ
け
る
と
、
鉄
道

事
業
の
再
生
に
向
け
て
補
助
金
が
出

る
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
バ
ス
転

換
と
な
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
が
鉄
道
廃
止
後

も
バ
ス
路
線
の
運
行
に
責
任
を
持
つ

と
さ
れ
て
い
る
。

●
協
議
運
賃

　「
協
議
運
賃
」
に
関
し
て
は
、
地

域
関
係
者
間
の
協
議
で
国
土
交
通
大

臣
へ
の
届
出
に
よ
る
運
賃
設
定
を
可

能
と
す
る
。
す
で
に
バ
ス
で
は
導
入

済
み
の
仕
組
み
だ
が
、
鉄
道
や
タ
ク

シ
ー
に
も
適
用
す
る
。
運
賃
値
上
げ

が
容
易
に
な
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
の
ロ
ー

カ
ル
線
に
広
く
設
定
さ
れ
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　「
エ
リ
ア
一
括
協
定
運
行
事
業
」

は
、
自
治
体
と
交
通
事
業
者
が
、
一

定
の
区
域
・
期
間
に
つ
い
て
、
運
行

回
数
や
路
線
網
な
ど
、
交
通
サ
ー
ビ

ス
水
準
や
、
費
用
負
担
な
ど
に
つ
い

て
協
定
を
締
結
す
る
も
の
。
協
定
に

基
づ
い
て
国
は
複
数
年
に
わ
た
り
補

助
金
を
交
付
す
る
と
す
る
。

　
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
路
線
ご
と

国交大臣による再構築協議会設置を法制化

ロ
ー
カ
ル
線
廃
線・
再
編
の
改
定
法
が
成
立

の
補
助
金
交
付
方
式
を
転
換
す
る
も

の
で
、
ロ
ー
カ
ル
路
線
バ
ス
の
運
行

系
統
が
大
き
く
変
化
す
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

芸
備
線
が
焦
点
化

　「
国
も
早
く
モ
デ
ル
地
域
が
欲
し

い
は
ず
。
ど
こ
ま
で
協
議
を
制
御
で

き
る
の
か
」
と
対
象
路
線
の
地
元
は

警
戒
感
を
強
め
る
。
再
構
築
協
議
会

の
第
１
号
案
件
は
、Ｊ
Ｒ
芸
備
線（
岡

山
県
～
広
島
県
）
と
も
言
わ
れ
、
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
国
交
省
の
デ
ー
タ
で
は
２
０
０
０

年
以
降
に
廃
止
さ
れ
た
路
線
は
45
路

線
あ
り
、
14
年
以
降
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
が
５
路
線
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
３
路

線
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
１
路
線
で
、
近

年
、Ｊ
Ｒ
の
廃
線
が
激
増
し
て
い
る
。

　
し
か
も
営
業
距
離
が
長
い
路
線
の

廃
線
が
多
い
の
が
特
徴
で
、
21
年
４

月
に
廃
線
に
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

日
高
線
は
１
１
６
㌔
、
18
年
４
月
に

廃
線
に
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
三
江

線
は
約
１
０
８
㌔
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
と
、
21
年
度

に
お
け
る
赤
字
路
線
は
66
路
線
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
管
轄
内
で
赤
字
額
が
大

き
い
路
線
は
東
北
地
方
に
多
い
。

　
１
９
８
７
年
の
国
鉄
分
割
・
民
営

化
の
際
に
、〝
国
鉄
改
革
を
前
提
に

不
採
算
路
線
を
含
む
鉄
道
網
の
維
持

は
可
能
〟
と
し
て
、
東
日
本
・
東
海
・

西
日
本
・
九
州
の
上
場
４
社
に
つ
い

て
は
「
新
会
社
が
そ
の
事
業
を
営
む

に
際
し
て
当
分
の
間
配
慮
す
べ
き
時

効
に
関
す
る
指
針
（
大
臣
指
針
）」

に
基
づ
き
、
廃
線
に
つ
い
て
は
抑
制

さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、「
対
処
療
法
で
は
な
く

体
質
改
善
を
進
め
、
高
齢
化
等
に
伴

う
地
域
課
題
を
解
決
す
る
」
と
主
張

し
、
従
前
の
建
前
を
完
全
に
投
げ
捨

て
て
、
大
転
換
的
に
廃
線
化
の
動
き

を
加
速
さ
せ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

が
協
議
会
の
席
を
拒
否
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　
再
構
築
協
議
会
の
対
象
路
線
は
、

輸
送
密
度
が
千
人
未
満
が
目
安
と
さ

れ
る
（
検
討
会
提
言
）。
19
年
度
で

千
人
未
満
は
百
線
区
程
度
。
ま
た
対

象
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
線
は
「
二
以
上

で
は
常
磐
東
線
活
性
化
対

策
協
議
会
が
３
月
29
日
に

初
会
合
を
行
っ
た
。
青
森

県
で
は
昨
年
８
月
の
大
雨

で
被
災
し
不
通
が
続
く
津

軽
線
の
あ
り
方
検
討
会
議

が
１
月
に
初
協
議
を
行
っ

た
。
大
湊
線
を
め
ぐ
っ
て

は
昨
年
12
月
に
協
議
会
が

設
置
さ
れ
た
。

　
自
治
体
側
に
は
「
Ｊ
Ｒ

と
の
協
議
に
入
る
と
廃
止

に
追
い
込
ま
れ
る
」
と
の

警
戒
感
が
強
い
が
、
改
正

法
は
、
協
議
内
容
や
そ
れ

に
基
づ
く
実
証
実
験
な
ど

も
法
定
化
、
国
が
費
用
を

助
成
し
て
ロ
ー
カ
ル
線
に

沿
っ
て
バ
ス
を
走
ら
せ
る

実
証
事
業
な
ど
を
行
い
、

関
係
者
間
で
「
鉄
道
の
維

持
」
か
「
バ
ス
な
ど
へ
の

転
換
」
を
決
め
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
。
自
治
体
と

鉄
道
事
業
者
は
「
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
、
自
治
体

本
は
４
月
、
久
留
里
線
（
千
葉
県
）

の
一
部
区
間
に
つ
い
て
千
葉
県
と
君

津
市
に
協
議
を
申
し
入
れ
た
。

　
宮
城
県
で
は
陸
羽
東
線
、
石
巻

線
、
気
仙
沼
線
の
３
路
線
を
対
象
に

「
ロ
ー
カ
ル
線
活
性
化
検
討
会
議
」

が
３
月
27
日
に
発
足
し
た
。
福
島
県

こ
そ
チ
ャ
ン
ス
だ
。
世
界
で
は

労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
と
デ
モ

で
闘
っ
て
い
る
。
動
労
千
葉
の

ス
ト
で
の
実
感
は
、
社
会
全
体

が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
持
し
て
い

る
空
気
が
あ
る
。
可
能
性
は
開

か
れ
て
い
る
。
新
自
由
主
義
の

破
綻
が
戦
争
に
行
き
着
こ
う
と

し
て
い
る
。
労
働
組
合
の
力
が

試
さ
れ
る
時
代
だ
。
力
を
ひ
と

つ
に
束
ね
、
職
場
か
ら
闘
い
を

作
り
、
組
織
拡
大
を
実
現
し
よ

う
。
11
月
集
会
へ
全
力
で
闘
お

う
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

　
執
行
部
か
ら
経
過
報
告
や
22

年
度
運
動
方
針
案
な
ど
が
提
起

さ
れ
、質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

の
が
関
西
生
コ
ン
支
部
弾
圧
と
の
闘

い
で
す
。
湯
川
委
員
長
に
対
し
て
４

年
の
実
刑
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、３
月
６
日
の
大
阪
高
裁
判
決（
和

歌
山
事
件
）
で
は
、
元
暴
力
団
員
を

差
し
向
け
た
こ
と
は
団
結
権
の
侵
害

で
あ
り
、
関
西
生
コ
ン
支
部
は
産
業

別
労
組
と
し
て
憲
法
28
条
や
労
組
法

が
適
用
さ
れ
る
と
の
判
決
を
出
さ
せ

ま
し
た
。
４
月
13
日
の
反
転
攻
勢
総

決
起
集
は
感
動
的
な
集
会
と
な
り
ま

し
た
た
。

　
労
組
弾
圧
と
の
闘
い
は
け
っ
し
て

防
衛
的
な
闘
い
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。

労
働
運
動
の
可
能
性
を
め
ぐ
る
闘
い

で
す
。
団
結
と
戦
線
を
拡
大
す
べ
く

広
範
な
陣
形
を
つ
く
り
だ
そ
う
。

　
Ｊ
Ｒ
各
社
で
大
再
編
が
一
斉
に
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
動
労
千
葉
は
３
月

ダ
イ
改
粉
砕
ス
ト
を
闘
い
ま
し
た
。

廃
線
化
に
対
し
て
は
「
久
留
里
線
と

地
域
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
活
発

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
国
鉄
闘
争
を
結
集
軸
に
新
自
由
主

義
と
闘
う
労
働
運
動
の
形
成
を
展
望

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
23
春
闘
を
め

ぐ
っ
て
は
、
02
年
当
時
、
１
兆
円
の

利
益
を
上
げ
た
ト
ヨ
タ
で
奥
田
会
長

が
「
こ
の
期
に
及
ん
で
百
円
玉
を
積

み
上
げ
る
よ
う
な
労
使
交
渉
を
し
て

い
る
の
か
」
と
恫
喝
、
ト
ヨ
タ
は
ベ

ア
ゼ
ロ
に
。
以
後
ベ
ア
ゼ
ロ
春
闘
が

10
年
以
上
続
き
、
そ
の
後
は
安
倍
政

権
の
官
製
春
闘
が
続
き
ま
し
た
。
連

合
結
成
か
ら
34
年
、
歴
史
的
な
物
価

高
騰
に
対
し
て
「
賃
上
げ
」
要
求
さ

え
で
き
な
い
連
合
の
自
己
崩
壊
に
対

し
て
私
た
ち
は
主
体
的
に
立
ち
向
か

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
６

月
17
日
に
は
労
働
運
動
再
生
の
展
望

を
探
る
討
論
集
会
も
行
い
ま
す
。

　（
表
面
か
ら
の
続
き
）　


